








































だれでもがソース・コー ドを入手できること、 と説明 している。

















ほとん ど何 もできない不便なものであるが、使い込むにつれ、思いどおりの統計処理を可能 と
する、便利な、データ解析のための環境が提供されていることに気づ く。グラフィクスにして
も同様で、Sで 出力されるグラフは、概ねお世辞にも美 しいとはいえないが、Sの 目的がデー

















Z,D強 制 終 了
UNIXプロムプ ト(入力待ち)%(または$)か らS<return>でSが起動す る。Sの プロムプ
トは 〉 であ る。Sを 終 了する ときはqO<return>であるが、暴走時 の強制終了 にはZ(コ
ン トロール キー+Z)を 用いれば よい。Sコ マン ドの入力 ミス、実行 ジ ョブの中断な どには
C(コソ トロールキー+C)が 用い られ る。ただ し、マシン環境 に より異 なる場合 がある。
Sの 基 本用語 と して、オブジ ェク ト(Sで 扱 うデー タ、関数、 コマン ドな どの総称)、関数
(一連 の処理を関数 としてま とめた もの)、ベ ク トル(1次 元の数字 デー タの集 ま り)、行列(2
次元の数字デー タの集ま り)、リス ト(数字、文字 列が混在 したデータ)、コマソ ド(Sに対 して
処理を行 う命令)、付置(デー タ、関数な どを文字(列)に置 き換 え、S固 有 の方式 で保存)な ど
があ る。
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付置 として本稿では記号 ← を用いるが、入力に際 しては く一 または_(ア ンダーバー)を
用いればよい。 また以下、立体の文字列はSの コマン ド、関数 としてそのまま(大文字、小文














Sの 標準オブ ジェク トが保存 されてい るデ ィレク トリの検索パ スを出力するのがattachOで
あ り、その中身(オブ ジェク ト名)を示 すのがlsOで あ る。pos=1で ユーザー領域 、pos=22
で システム関数、pos=3で システムデータが示 され る。ただ し、他のユーザー付置のデ ィレ
ク トリがある場合 にはシステムに先行す る。
詳細についてはオン ラインマニ ュアル が完備 してお り、helpで参照 するこ とができる。
2.2グ ラフ ィ ックス画 面
Sで は処理結果 を図示す る機能が豊富 に用意 されてい る。テキス ト画面 で も可能 であるが精
緻 なグラフは描 けない。 グ ラフ ィックス画面のデバイ ス としてポ ス トスク リプ トやX画 面 を選
べば高品質の グラフ出力が得 られ る。printer()で出力先 を指定 で きるがfile="f茎1e.name"で












あ らか じめ 、 ポ ス トス ク リ プ ト ・フ ァ ・イル を 作 成 す る コ マ ン ド
Ps←postscript("gr.ps",height=5.5,width=6)
が 作 成 さ れ て い る の で 、 こ れ を 用 い れ ば グ ラ フ をps(ポ ス トス ク リ プ ト)フ ァ イ ル に 保 存 す る
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こ とがで きる。 デフ ォル ト値 は、 ファイル名="gr.ps"、大 きさ:縦=5.5,横=6(単位inch)で
あ るが、 これ らを変 更 したい場合 には直接、 オプシ ョンを設定 して入 力す れば よい。
一例 として、乱数 を発生3させ、その ヒス トグ ラム をフ ァイルに保存 し、 フロ ッピ ィを経 由








出力をフ ァイルgr.psに切 り替 え
例:正 規乱数 を100個発生 させ その ヒス トグラム
描 く(図1参 照)
例:同 様 に一様乱数(図2参 照)
グラフ ィクス画面 を終 了 し、 フ ァイル へ書込む
gr.psファイル をgrLps名でフ ロッピィに転記
フロ ッピ ィ・デ ィス クの取 出 し
他 の コンピ ュータで描画orプ リン ト
ポス トス ク リプ ト・フ ァイル の作成 はグラフ ィクス画面 の終 了(graphics.offO)、X-Window
への切替え(xllO)、Sの終 了(qO)のいずれで もよい。 これ らの コマ ン ドのいずれ かを実行 し
















図1:正 規 乱 数
2 0.00.2 0.40.60.8
runif(100)
図2=一 様 乱 数
1.0





た とえば、ユーザー関数 のあるデ ィレク トリやデー タベー ス として デー タの保存 されてい る
デ ィレク トリを接続 し、xl10でグ ラフ ィクス ・ドライバ を接続す る。
同様 に終了時 にはオブジ ェク ト.Lastを実行す るので、必要な処理 をここに書いておけば よ
い。ただ し,Lastは必 ず必要 で、 システム によ りすで に書かれてお り、 これを消 して変更す る
のではな く、追記 してユーザ ーが書 き加 えるの がよい。
3Sに お け る 主 要 な 関 数
Sは多数の関数の集まりであり、それ らの関数を用いて、各種の処理を行う。本稿に関連す





















小 さいデー タは直接KB(キ ーボー ド)から入力 しS内 にオブジ ェク トとして保存 する。cOは
ベ ク トル作成 のための関数 であ り、任意個の数字、文字列の系列 を作成す る際に用い られ る。
行列データの作成 にはmatrixOを用い、オプシ ョソnco1=n,byrow=Tを用いて、次 々と入
力 されるベク トル データを行列形式 に変換す る。seqO,repOはオブジ ェク トの反復作成 な ど
に便 利である。
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大量のデー タはフ ァイルか ら読 み込 むのが能率 的である。 あ らか じめ カ レン トディ レク トリ
にアスキー形式 でデー タフ ァイル を作成 してお き、それ をオ ブジ ェク トと して読み込む(x←
scanOで読 み込 んだデー タをxに 付置 しなければな らな い)。オ プシ ョソの指定 がない時は フ
ァイルの改行 コー ドは無視 されてベ ク トル として読 み込 まれるので、 デー タがすべて数字であ
るときは、必要 に応 じて行列デー タに編集 しなければな らない。た とえば、フ ァイルbody1.da亡
がカ レン トデ ィレク トリにあ り、 これを読 み込 むには
x←matrix(scan("bod71.da亡"),nco1=2,byrow=T)
とす る。Tま たはTRUEは 真値、逆 に偽はFま たはFALSEで ある。 オプシ ョンncol=2,
byrow;Tがない場合には1次 元のベク トル と して読 み込 まれ る。










ま た 、 文 字 列 や 数 字 ・文 字 列 の 混 在 す る もの で あ る と き は 、 オ プ シ ョ ンwhat=で 読 み 込 み の た
め の フ ォー マ ッ トを 指 定 す る 必 要 が あ る 。 こ の と き は 、 行 列 で は な く リ ス ト と し て 読 み 込 む こ
と とな る 。 た とえ ば フ ァ イ ルbo砂2.da亡 が カ レ ソ トデ ィ レ ク ト リ に あ り、 これ を 読 み 込 む に
は
body←scan("body・2.da亡",1ist(0,"渉,''",0,0))
で あ る とか 、 あ ら か じめ 読 み 込 み 用 の フ ォ ー マ トを 作 成 し て お き、 そ れ を 用 い て
丘ロ亡←1ist(0,　","",0,0)
bodア←scan("body2.daピ',what=fmt)
とす れ ば よ い 。0は 実 数 、""は文 字 列 で あ る こ と を 示 す 。 さ ら に フ ォ ー マ ッ ト
㎞ 亡←1ist(11α1ηber=0,11a111eニ''",sex=''",1～e勧亡=0,砺θ1効ご=0)














sinkは以後 の出力をファイル に切 り替 えるものであ り、 もとの標 準端 末に戻 す ときはsinkO
とすれば よい。write,catはデー タ、計算結果 な どをテキス ト形式 でフ ァイル に書 くものであ
り、フ ァイル名にデ ィレク トリを省略 する とカ レン トデ ィレク トリとな る。オプ シ ョソ と して
append=TRUEを追加する と、すでにあるフ ァイルの最後 に追記 され る。writeOではnco1=
で列数を指示 する。ない ときのデフ ォル ト値 はnco1=5である。catOではfile="摺ena加e"
としなければな らない。file=がない場合 には文字列 としてxの 後 に追記 され る。dumpはオ
ブジ ェク トをAsciiテキス トフ ァイル に変換 してフ ァイル 出力す るものであ り、restoreはダ














































34統 計 処 理
ベク トル ・デー タをxと す るとき、昇順 に並 べ換 え るのがsort(x)であ り、昇順 に並べた と
きそれが何番 目のデー タであ るか を示すのがorder(x)であ る。原デー タの並べかたで、その
大 きさの順位 を与 えるのがrank(x)であ る。
連続 デー タを階級 の上 限値(ClaSS)に従 って分類す る関数 がcut(X、ClaSS)であ り、離散量
デー タ(整数値)の集計 を行 うのがcategory(x)であ る。 また、多変数 のデータをク ロス集計















med(x)メ デ ィ ア ン
var(x)不 偏 分 散
var(x1,x2)共 分 散
cor(x1,x2)相 関 係 数
ベク トルxを データとして統計値を求める。varO,corOに関 しては、データが行列のとき
は分散 ・共分散行列、相関行列を計算する。不偏分散(共分散)は自由度n-1で割ったものであ
る。標準偏差やnで 割る標本分散が必要な場合は計算結果を修正するか、プログラミソグに
より自作 しなければならない。以下はその一例である。Sに おける標準関数のオブジェク ト名
はすべて英小文字であるが,ユーザー関数の場合、それらと区別するため最初の一字を大文字
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これ らは ディ レク トリ ～/s/珊 励ncに 保存 し、attach("～/s∠mア血nc")で布置 して おけ

















































はデータベク トルxを 昇順に並べ換えて確率点を求め、 ダー軸には正規確率点を用いて、両者
をプロッ トするので、データxが正規分布に近いとき、データ点はほぼ直線上に並ぶが、正規
分布を示さない場合にはS字 状カーブを描 く。
qqnOrm(X)正 規 プ ロ ッ トqqplOt(X,yr)qqプ ロ ッ ト



























































図3:正 規 乱 数 の 正 規 プ ロ ッ ト
>qqnorm(rnorm(100))





図4:一 様 乱 数 の 正 規 プ ロ ッ ト
>qqnorm(runif(100))
一 様 乱 数100個 の プ ロ ッ ト





コンピュータの性能の向上 もまたそれに寄与 した一要因であるが、統計図のメニ ュを持たない
統計アプリケーシ ョソは稀であろう。
Sにおいても統計図の作成は可能であるが、他のアプリケーションに見られるプレゼンテー








・ 作図結果をオブジェク トとして付置 し、オブジェク トを指定するだけで作図することが
できる.
・図形本体の作図部分(高水準作図関数)と、凡例、タイ トル、座標ラベルなどの記入(低水








hist(x)ヒ ス トグ ラム pie(x)円 グ ラフ
barplot(x)棒 グ ラ フ stars(x)星 型 図
tsplot(x)時系列プ ロッ ト(折線 グラフ) dotchart(x)点図
stem(x)幹 葉図 matplot(x)行 列 プ ロ ッ ト
boxplot(x)箱ひげ図 contour(x)等 高 線 プ ロ ッ ト




1桁デー タの度数分布 ・平均 ・SD・ヒス トグ ラム
連続量 デー タの度数分布 ・平均 ・SD・ヒス トグラム








を上限 とす る階級で集計す る.
1か ら10ま での整数 に分類
(0,1)乱数を10倍 して切 り捨 てる.
(0,1)乱数 を10倍 して四捨五入 する.
S言語による社会調査結果の視覚化データベース 259
class<一seq(139.5,180,5)身長の デー タな ど139.5cmから5cm幅 の階級 で集
計す る.
など、データに応 じて設定 しなければな らない。あわせて平均標 準偏差、データの上限、下





1桁 デー タの度 数分布 ・平 均 ・標準 偏差 ・円グ ラフ
連続量 デー タの度数分布 ・平均 ・標準偏差 ・円グラフ
1桁の整数値 のデー タについて、Pie.10により、度数 を集計 し、円 グラフを描 くことが可
能であ る。 また、あわせて平均 ・標 準偏差、デー タの上 限(最大値)、下限(最小値)も表示 され
る。 ラベル をふ って 円グラフ を描 くが、カテ ゴリは1～9以 内 とし、数字 のラベル とす る。 カ
テゴ リ名 を文字列で与え ることも可能 であ るが、その場 合は関数 を使用 するの ではな く個別 に
描 かねばな らない。
連続量デー タの場 合はPie.contOを用 いて円グラフを描 く。度数分布表 を作成す るために階
級の上限classが必要であ り、カテ ゴリのラベル としてcnameが 必要で ある。デ フォル トは
"1"
,"2",～であ るが、特定の文 字列 をあ らか じめ与 えておいて もよい。 た とえば
mアηame←C("aa","bb","CC",…)








Bar.10は、1変 量(数)の整数値デー タ(カテゴ リに1,2,… の数値 を付与 した もの)につ
いて、度数分布 に集計 し、棒 グラフを描 く。デー タの最大値 はいまの ところ30で あるが、 こ
の上限 は容易 に変更可能であ る。
Bar.matOは、行列デー タを与 え帯 グラフを描 く。 すなわち、各列 を大 カテゴ リとみ な して
列毎 に棒 を立 て る。各行の要 素 を列内のサ ブカテゴ リとして柱 を分割する。第2パ ラメ タfp
="f"の場合には行列要素 の値 その ものを使用 し、列和 が棒の高 さ とな る。第2パ ラメタfp=
"p"の場合 には行列の列和を分母 とす る比率を用いて
、帯グ ラフを描 く。従 ってす べての高 さ
は同 じであ る。行デー タの ラベル表示 を しないが、 行番 号に従 って、帯 内のカテゴ リを下か ら
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積み上げていく。




1つ以上、複数 のデー タベ ク トル につ いて、標準関数5を 用いて箱 ひげ図 を描 く。平均 を中
心 に上下 に標準偏差 が箱 で示 され、 また標準 範囲(四分位範 囲の1.5倍)がひげで図示 される。
データはい くつで もよ く、必要な数だけ指定すれば よい。ただ し、デー タ数が多い とき箱の幅
が狭 くな る。names二c("a","b",…)のオプシ ョンを与えれば、各 デー タの ラベル(a,b,…)




データでも自動的に幹の位や範囲、葉の桁な どを判断 しグラフを描 く。オプシ ョンでそれらの
値を設定することも可能であるが、 自動的に描かれる図が最適であろう。ただし、複数個の








図5:円 グ ラ フ
>class←c(一3:4);
Pie.cont(rnorm(100),class)





























最 も汎用の2変 量散布 図はplot(x,γ)であ る。連続量の場 合、最大値 、最 小値 か ら座標軸 ・
目盛 りを 自動 的 に判 断 して、最適 の散布図 を描 いて くれ る。 オプ シ ョンにtype="p"(点プ ロ
ッ ト),type="1"(線で結 ぶ),type="n"(プロッ トな し)などがあ り、必要 な ら対数 目盛 りのプ
ロッ トも可能 である。各観測値 の記号 はデフ ォル ト=1で あるが、pch="*"で他 の文字(*)
を指定 で きる。type="n"とtext(x,y)を用 いて観測値番号 とす るこ ともで きるし、第3の
変数(z)の文字 を用い るこ ともで きる。textOはすべての デー タ点 を表示す るが、identifyO
は必要 なデータ点をカーソルで示 せば 、その デー タのみの特定がな され る。特 異値 な どの識 別
に便利 である。






















脅 曹'官 のの の カセ
白 ・
.二 妙 ・ ・ ★ ・ 館 ㌔を の
∵ ㌻ヤ ジ∵ひ.佃 官 、 ㌔ 脅脅































正 規 乱 数100個 を2回 発 生 し,







正 規 乱 数 の プ ロ ッ ト.た だ し、






行列 デー タ(mat)の鳥臓 図
行列デー タ(mat)の鳥鰍 図
行列 デー タ(mat)の鳥巨敢図
ベ ク トルデー タ(vec1,7ec2)のクロス集計 と鳥臓 図
カテゴ リデー タの場合 にはplotOでは度数が描かれないので不 都合であ るため、 鳥臓 図を描
く標準関数perspOを用 いる方 がよい。
行列ma亡 は(0～1)ま たは(一1～1)の範囲 に標準化 して お く必要があ る。
eye=c(x,y,z)で視点 を変 更 し、 さまざまな角度 か らデー タの構 造 を鳥騒 す るこ とが で
きる。eye=c(10,0,5)はx方向か ら、eye=c(0,10,5)はy方向か ら、高 さ=5で 眺 める こと
を意味す る。
2つのベ ク トルデー タを入力 し、それを クロス集計 して、相対度数 を鳥瞼 図で描 くユーザ ー
関数CplotOを作成 した。 鳥瞼 図はeye=c(10,0,5)で描 くので、 プ リソ トする行列 デー タ と平
行関係にあ り、 位置を重 ねて構造 を検 討する ことがで きる。 この鳥瞼 図において、 グラフの横
軸がy(右 が高 スコア)であ り、縦軸がx(手 前 が高 スコア)であ る。第3オ プシ ョン ηcは描画





集計 して プロッ ト.
鳥撒図は列(x)方向か ら見た ものであ
るため、行列デー タの視点 と同 じ.






















































15.眉 の 幅 長い 短い
4.3多変量処理のための統計図関数














tsplotOは多変量ベ ク トルの折れ線 グラフ を描 き、他は行列 デー タ(maの を与 えて、pairsO
は変量毎の散布図、starsO,facesOは各列 を変量、 各行 をサソプル とみな して、多変量の グラ
フ を 描 く。 この 時 、 グ ラ フ は縦 に描 くの で サ ンプ ル を横 に 並 べ た い と きは オ プ シ ョン
byrow=Tを挿入す る。pairsOでful1=Fのときは対 の下半分 を描 く。 フ ェイス図で顔 に割 り
当て るのは15変 数であ る。
これ らは、完成度 が高 く、 多変量 のデータ構造 を直感 で きる有用 なグラフであ り、特 にユー
ザー関数 を作成 して修 正す る必 要 も認 め られな いので、標準 関数を その まま用い る こと とす
る。
5Sの 拡張




結 した一つのアプリケーシ ョンであるが、Sの 特徴はそうしたメニューの豊富さにあるのでは
な く、ユーザーにプログラミング環境を提供 し、 自由な問題に対 しても、それを処理 しうる有
効な環境を提供 している点であろう(23)。
具体的には、Sの コマソ ド・関数の処理のみならず、ウイン ドウを移動 したり、Sを終了 した




































































53他 言語プ ログ ラムのダイナ ミック・ロー ド
他言語 で作成 された関数 やサブルーチンをロー ドし、コンパ イル、実行す るこ とがで きる。
Sの バー ジ ョンによってはdyn.10adOが使 えず、LOADを 用 いる場合 もあるが、他言語 との
イソ ターフ ェースについて も配慮 され、Sの 拡張性 を高めてい る。






イル し、オブジェク ト・プログラムロー ドしておけば、、以後はそれを呼び出し、Sの オブジェ
ク トとして実行することができる。S以 外で作成されたプログラムを活用できるので、拡張性
は格段に向上する。ただ し、グラフィックスに関 しては、多 くはコンパイラ固有の作図用ライ
ブラリを利用 して作図されるため、プログラムの他機種への移植は困難である。多変量解析な
どの数値計算の部分は成書にも多 く報告 されてお り、それらを活用する道が開かれている。
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6具 体 例:情 報 処 理 教 育 に 関 す る調 査
Sに よる視覚化データベースの一例 として、情報処理教育センター と共同で行った情報処理
教育に関する調査結果を示す(12・16)。
平成6年度 より、大阪大学では前期課程の学生に対するカリキュラム改革を行なったが、そ
の一環 として、情報処理教育を重要視 し、多 くの学部では必修の科 目として、1年 次に「惰報
活用基礎(2単位)」を課すこととなった(15)。カリキュラム改革に先立って、学生が情報処理教
カ
育を どのように考え、またコンピューターをどの程度使用 し、コンピュータに対 して どのよう








データベース構築の可能性を探る研究の一環 として試み られた ものである。
6.1起 動
まずSを 起動す る。ワー クステーシ ョソのハー ドウエア、 ソフ トウエア環境 によ り方法 は
異 なるが 、 ここではX-WindowsベースでSを 起動 し、 グラフィックスはxllOのデバ イス
を用 いて描 くこ ととす る。従 ってその際の初期設 定は次の ごと くである。
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表2:情報処理教育に関する調査:調査項 目
F.フ ェイ ス シ ー ト項 目
ID(1)～F4(5)ID番 号 、 学 部 、 学 年 、 性 別 、NeXT使 用 の 有 無
Q1.大 学 進 学 以 前 に、 どの よ う に コソ ピ ュー タ とか か わ って い ま した か.[0,1]
QL1(6)～Q1_11(16)例:授 業 で コ ン ピ ュー タ実 習 の 時 間 が あ った 。
Q2.ど の程 度 コ ソ ピ ュー タ ゲー ム を しま した か.[1-4コ
Q2_1(17)～Q2」(20)例:小 学 生 の 頃
Q3,家 にパ ソ コ ソ やワ ー プ ロ専 用 機 が あ り、 使 う こ とが あ りま す か.[0,1]
Q3_1(21)～Q3_5(25)例:家 には ワー プ ロ専:用機 もパ ソ コン もな い.
Q4.大 学 で は主 に どこの コ ン ピ ュー タ を使 って い ます か.[0,1]
Q4_1(26)～Q4_7(32)例:使 わ な い
Q5.次 にあ げ た 内容 に つ い て コン ピ ュー タを どの 程 度 使 って い ま す か.[1-4]
Q5_1(33)～Q5_9(41)例:文 書 作 成(ワ ー プ ロ)
Q6.次 に あ げた 言 語 で プ ロ グ ラム を 書 くこ とが で き ます か.[0,1]
Q6_1(42)～Q6_9(50)例:BASIC
Q7(51).あな た は,文書 を作 成 す る と き どの よ うに しま す か.[1-4]
Q8.コ ソ ピ ュー タ につ い て い ろ い ろな 意 見 が あ ります が 、 ど う思 い ます か.[1-5コ
Q8_1(52)～Q8_30(81)例:コソ ピ ュー タは なん とな く親 しみ に くい.
Q9.文 科 系大 学 生 に とっ て、 どの よ う な情 報 処 理 教 育 が 望 ま しい と思 い ます か.[1-5]
Q9」(82)～Q9」0(91)例:語 学 の よ う に全 学 生 必 修 の 科 目 とす べ きで あ る.
Q10(92).文科 系 学 生 が教 養 課 程 で学 習 す る情 報 処 理 科 目の 単 位 数 は,どの く らい が適 当 だ と思 い ま す か.
[1-8]
Q11.理 科 系 大 学 生 に と って 、 どの よ うな 情 報 処理 教 育 が 望 ま しい と思 い ま す か.[1-5]
(93)～QIL10(102)例:語 学 の よ うに 全 学 生 必 修 の 科 目 とす べ きで あ る.
Q12(103).理科 系 学 生 が 教養 課 程 で学 習 す る情 報 処 理 科 目の 単 位 数 は,どの くらい が 適 当 だ と思 い ま す か.
[1-8]












ktermを裏ジ ョブで開 く(wterm,xtermなどで も可)
Sを 起動(プロム トは 〉 に変化)
ユーザ ー統計関数の接続
db に関するデ ィレク トリの接続
接続 を確認
チ ェックデータを呼 び出 し、接続 を再確認
グラフを描 くた めの デバ イスの設定
こうした一連 の初期化作業 を 自動化す るこ とは容易であ る。Sの コマ ソ ドの部分 は.Firstで実
行 する こともで きるが、最初 だけの設定であ るので、逐一行 って もさほ どの手間ではない。
調査結果 の保存 されて いるデ ィレク トリをinfoとする。 その下 にデータ(テキス ト形式 フ ァ
イル="all.dat",Sオブジ ェク ト=all)、調査項 目("sheet.txt")、調査対象一覧("sample.txt")
が保存 されている。
調査項 目・項 目参 照番 号("sheet.txt")を参 照す るウ イン ドウを裏 ジ ョブで開いて おけ ば常時
見 る ことができる。 また、調査項 目の略称がitem.nameに保存 されてい るので、結果 のプ レ
ゼソテーシ ョン時な どに使用す ることがで きる。
デー タのSへ の読 み込 みは
all←matrix(scan("info/a11.dat"),ncol=103,byrow=T)

















全 サ ン プ ル999名
←a11[1:510,]文 科 系510名 の デ ー タ の 付 置
←a11[511:999,]理 科 系489名 〃
←bunka[1:111,]文 学 部111名 〃
←bunka[112193,]人間 科 学 部82名 〃
←bunka[194:398,]法学 部205名 〃
←bunka[399:510,]経済 学 部112名 〃
←rika[1:152,]理 学 部152名 〃
←rika[153:219,]医 歯 薬 学 部(サ ン プ ル 数 小 の た め 合 併)67名 〃
←rika[220:371,]基礎 主 学 部152名 〃
←rika[372:489,]工 学 部i18名 〃
ただ し、Sオ ブジ ェク トはinfo/.Dataに作成 されてい るので、デー タ読み込 みに先立 って
>attach("info/.Data")
を行 い、 デー タオ ブジ ェク ト検索の ためのパ スを設定 してお く。デー タベース使用終了後 、系
別 ・学部 別デー タ等は消去 してハー ドデ ィス ク資 源を節約 してお く。Sオ ブジ ェク トallのみ書
き込 み禁 止のプロテ ク トをかけてお き、他は テソポ ラ リー としてお く。RemoveDataOで一括
して系別 ・学部別 デー タを消す こ とがで きる。
2学部 のデータを合併 したいような ときは、行結合の関数rbindOを用いれば よい。引数 と
してはベ ク トルのみな らず、行列 も使用 できるの で、 た とえば
1e亡hロs←rbind(let,hus)
で文学部 と人 間科学部 のデータを合併 し、サ ソプル数111+82=193のデー タオブ ジェク トを
作成 する ことがで きる。 また、引数 として、任意の個数が使用可能であ り、3学 部以上を合併
する こともで きる。行 データは引数 に書 いた順で結合 され る。
以下、紙数 の都合 で全調査項 目の一覧 は省略す るが、 ファイルsheet.txtで詳細を見 ること
がで きる。項 目番号 を特定 し、調査対象群 を指定 して、 グラフィ ックス ・コマ ン ドを入力すれ
ば、統計 グラフが描 かれる。
複数 のグループについて描画 し、両 グルー プを比較 した い場合 には、 グラフ ィックス画面を
メモ リー の許容範 囲内で複数枚開 き、各 々にグラフを描けば よい。
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6.21変 量 処 理
6.2.1平均値ベ ク トルの計算
学部 別 に各項 目の平均を計算 してお く。(0,1)回答 の項 目で は選択比 率、順序 カテゴ リの項
目では、カテゴ リ平均値 が算 出される。 そのための ユーザー関数は
Mvec.sing(xvec,groロP)
である8。
学部 別平均値ベ ク トルを行結合 して、全 デー タにつ いて の行列 としてお く。mq34はコンピ
ュー タ使用 の実 態9を 結合 した ものであ り、mq911は情報処 理教育 に関する意見10を結合 した
ものである。
6.2.2平均値のプ ロフ ィール
項 目の平均値 を用 いてプロフ ィール を描 き、学部間の比較 を画面では色別に行 う。先 に平均
値 を求 めているのでそれ を呼んで デー タ とし、凡例、表題 を記入す る。比較 す るグループ数 が
2と4の 場合 に分け、psフ ァイルに描 くユーザー関数Tsplot20,Tsplot40を作成 した。結果
の一例 が 図10,図11であ る。
mq34に大学 入学 以後、 自宅(項 目1-5)と 大学(6-11)におけるコンピ ュー タ使用の実態 が



































































のみを保存ない しはプ リソ トすればよい。
多変数を2変数つつ組み合わせて、対散布図を描 くことができる。連続量の変数が要請され
るので、 ここでは一例 としてQ8:コ ンピュータに対する意見に主成分分析を行い、その結果
得 られる主成分得点をプロットしてみる。標準関数はprcomp(x)であるが、データの編集、








































多変量の グラフ と してChernoffのフェイス ・メソ ッ ドがあるので、 これを適用 して 同 じくコ
ン ピ ュータに対 す る意見(Q8-1、 た だ し前半 の15項目)を代表例 と して取 り上 げ、 各学 部の
相違を検討 してみ る。
ユーザ関数(Face)が作成 されてい るので、た とえばQ8学 部別平均値 を用 いて、
Face(mq81,"Q8.1-15")
で、図13を描 くこ とがで きる。顔の容貌 に割 り当てた変数 は 表3の 通 りであ り、 これ らを総
合 して各学部 の顔 が描 かれた。 ただ し、顔の全体的(た とえば感情)印象 と変数の示す内容 とは
必ず しも対 応 していない。両者 をマ ッチ させ るため にはさ らに細 かい変数 の検 討が必要 であ
り、 ここでは項 目順 に変数 が機械的 に割 り当 て られた にす ぎな い。 しか し、((人・法 ・医),文)
が類似 し、 さ らに((理経),(基 ・工))が接近 して一群 をな してい る様子 が顔 の相貌 か ら分 か
る。
他の項 目について も同様 に、 デー タ・オブジ ェク ト名mq*と"タ イ トル文 字列"を 入力する
ことに より、 容易 にフ ェイス図を描 くこ とがで きる。学部間の類似性や特徴な どを全体的な印



































































6.3.3ク ラ ス タ ー 分 析
フ ェイスメソ ッ ドで得 られたの と同様の こ とを、ク ラス ター分析に よ り検討 してみる。各学





結果は 図14であるが、両結果 は平行関係 にあ る。 まず、人 怯 が類似 してお り、最短距離で
クラス ターをな し、それに医、文 が接近 してい く。他方 のグル ープ として、理 ・基、経 ・工 が類
似 し、両者でまた一 つのま とま りを示 す。 こうしたクラスター形成の経過 は先の ファイス図か
ら読み取れ るもの と同 じであ る。
クラス ター分析では、距離 の算 出方法 やク ラス ターの定義方法 な どに より、 いろいろな方法
が提案されているが、 ここでは最 もポピ ュラーな方法 を用 いた。オ プシ ョンの設定 によ り他の




ときは原点に近 く、大 きいときは長い線を原点か ら引けばよい。
一例 として、情報処理教育に関する意見をグラフ化 した ものが 図15である。文科系学部は






























した作業を支援するための環境である。Sと 対話 しつつ試行を繰 り返 し、有用な情報が得 られ
れば、それを基盤にさらに次の分析へ と進めばよい。プレゼンテーシ ョンよりも分析を深化さ
せるのが、本来の 目的である。
7 Appendix:ユー ザ ー 関 数 ソ ー ス ・プ ロ グ ラ ム
本 デー タベースのた めに作成 されたユーザー 関数 のソース ・プログ ラム を以下 に記載 す る。
内蔵 の標準関数 と区別す るため、大文字 で始 まる名前 であ る。 いずれ もデバ ッグずみであ り、
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VisualizedSocialSurveyDatabasebySLanguage
ハ石'飴ロo}りSHID君
Socialsurveyresultsareusuallypreservedasdatabasetoconsultthemafterwardsandto
doanotheranalysis.Ifitcanbebrowsedinavisualformat,suchadatabaseseemstobea
convenienttoolformanypurposesofsocialstudies..Oneofthecurrenttopicsinstatisticsis
VDA(VisualDataAnalysis)andmanymethodsareavailableincomputers.
Calledas"APrqg:τammfηgEηwケon112eη亡fbrDa孟aAηa加1salld(舳phfcs"alldbecauseofits
high-1evellanguageandillteractiveprogrammingenvironmentforUNIXsystem,thesLaη一
gαagθisnowconsideredoneofthelargestandmostpowerfulapplicationsforadvanced$tatisti-
calusage.Itprovidesanintegratedenvironrnentfordataanalysis,nurnericalCalculations,
graphicsandrelatedcomputations.
ComputationsandprogrammingtakeplacethroughtheS-System,butitiseasilyextended
touserspecificenvironment.Althoughfundamentalstatisticaltechniquesarecollstructedas
commandsorfunctionsinthesystem,manyotheradvancedoruser-orientedstatistical
methodsareprogrammedandpreservedsystematicallyasuserfunctions.
ThisreportsummarizedhowtosaveandeditsocialsurveydatainSandhowtoconstruct
statisticsandvisualizeddatabase。
Asanexample,asocialsurveyresultconcernillgcomputereducationatOsakaUniversityis
adoptedanddemonstrated.
Thisdatabasesystemwouldbeusefu1,110tonlytopreserveallofthedata,butasavisualdata・
basethatcontributesa串anEDA(ExploratoryDataAnalysis)revealingcovertstructuresof
thedata.
